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要旨：国立大学法人保健管理施設協議会で作成した「子宮頚がん予防ＨＡＮＤＢＯＯＫ２０１０」

を配布する際に，注意喚起を目的として，ヒトパピローマウルス（ＨＰＶ）とワクチンについ

ての認知度と態度を調査した。

本学の学生を対象とし，パンフレット等から作成した認知度についての質問，ワクチン接種

や検診受診の意思などについて，無記名のマークシートで回答を求めた。

女性６９９％，男性421％の回収率であった。ＨＰＶやワクチンについての認知度は高いとはい

えなかった。ＨＰＶと子宮頚がんの関係については，女性B６０％，男性B２４％，ワクチンが認

可されたことについては，女性ﾌ0.4％，男性B0.4％が今まで知らなかったと回答していた。女

性については，看護学科，３．４年生，性交経験があることが認知度の高さと関連していた。

自らのワクチン接種については，費用や労力を考えなければほとんどの女性が接種を希望し

ていたが，費用や労力を考虐すると希望するものは３０８％に減少した。また，看護学科であ

ることが高い接種希望率と関連していた。一方，仮に親の立場になった場合に女の子どもに

ワクチンを受けさせたいかという質問には，費用や労力を考えても受けさせたいとう８２％の

女性が回答していた。性交経験は自ら，および子どもへの接種希望と関連がなかった。

この年齢層はワクチンの効果が最も高いと考えられるため，普及啓発と費用補助が望まれる。
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はじめに

近年，子宮頚がんが20歳代という若い年齢層

で急速に増加しており’)，そのほとんどがヒト

パピローマウイルス（HPV）感染と関連して

いることが明らかとなった2)。また，それを防

ぐために，子宮頚がんの原因となる危険性が

高いタイプのＨＰＶに対するワクチンが開発さ

れ，発病の予防に有効であることが証明され

た乳4)。わが国でも2009年12月から１０歳以上の

女性は，ＨＰＶ16,18型に対するワクチンを受け

ることができるようになった。

国立大学法人保健管理施設協議会が作成した

｢子宮頚がん予防HANDBOOK2010」というパ

ンフレットを配布する際に，学生の認知度と意

識・態度についての調査を実施した。

対象と方法

学生全員を対象にした。上記パンフレット，

各種ホームページの情報から作成した認知度に

ついての質問，ワクチン接種や検診受診の意
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